
 
地域づくり計画をつくりよるョ通信№３ 

大歳自治振興会では、助け合い、安心して、生きがいを持って暮らせる地域づくりを

目指して、「大歳地区地域づくり活動計画（５ヶ年）」を策定し、 

地域づくり活動を推進しております。地域の皆様方のご理解 

ご協力により、着実に成果が上がっているところです。 

ご協力に感謝申し上げます 

この計画を見直し、新たな地域づくり計画（平成 

２６年度～平成３０年度）を策定する目的で、５月 

１５日及び５月２２日の２回にわたり「大歳地区住民 

座談会」を開催いたしました。多くの地域の皆様にご参加 

いただき“地域にこんな問題があるよ。 

こうしたらもっと良くなるよ。”など、 

地域が抱える課題について、グループ討議を 

行いました。 

この地域課題を協議し、計画を策定するため「策定委

員会（１５名）」を設け、検討を重ねてまいりました。 

 

この度、ようやく「第２次大歳地区地域づくり計画(５ヶ年)」〔素案〕

ができましたので皆様にお知らせします。ご意見、ご質問等がございましたら下記によ

り FAX、メール、郵便にて事務局へご提出ください。 

 

記 

１ 提出方法  ＦＡＸ  ０８３－９２２－４０３６ 

Ｅメール o104mati@c-able.ne.jp 

郵送先  〒753-0861 山口市矢原 1407-5 

大歳自治振興会 

２ 書式    自由   

３ 必要事項  氏名、自治会名、電話番号 

４ 提出期限  平成２５年１１月２５日（月） 

５ 問合せ先  大歳自治振興会事務局（℡083-920-1700） 

皆様のご意見を 

お聞かせください～ 



 

第２次大歳地区地域づくり計画 

 

（１） 目的 

   この計画は、大歳地区の様々な課題やニーズ、地域資源を掘り起こし、そうした実

情を認識した上で、将来どのような地域を目指すのか、またどういった取り組みを進め

るのかといった大歳地区全体の地域づくりの指針となるものです。 

 

（２） 計画期間 

   平成２６年度～平成３０年度（５年間） 

 

（３） 基本方針 

  「みんなでつくろう、明るく住みよいおおとしを」 

 

（４） 計画の構成（分野別テーマ） 

 

 ◎地域振興分野 

    「みんなで参加 心をつなぐまち 大歳」 

 ◎地域福祉分野 

    「育み見守る やさしいまち 大歳」 

 ◎安心・安全分野 

    「安全で 安心して暮らせるまち 大歳」  

◎環境づくり分野 

    「気持ちのよい きれいなまち 大歳」 

   ◎地域個性創出分野 

    「笑顔で楽しく ふれあうまち 大歳」 

 



（地域振興分野）　テーマ：「みんなで参加　心をつなぐまち　大歳」

1 各自治会の活性化 自治会組織体制の強化 自治会活性化部会
・自治会長任期の複数年化の要請（実態調査・各自治
会へ要望活動）
・自治会再編の研究

自治会活動に対する意識啓発 自治会活性化部会
・住民への情報の周知方法の検討（回数・全戸配布・回
覧方法等の検討）

担い手づくり・協力者（人材）の
育成

自治会活性化部会
・各自治会における執行体制の実態調査
・人材バンクの設立

2 各自治会の基盤強化 自治会への加入促進
ほとんどの住民が自
治会に加入している

地区住民（世帯）の自治会へ
の加入率
　　　　　　　　８０％

自治会活性化部会

・未加入世帯に対する勧誘（自治会加入チラシの配布・
オーナーへの要請）
・転入手続きの際にチラシの配布を交流センターへ依頼

3
地域情報の収集・発
信

地域情報の収集 広報委員会

・ニーズ把握のためのアンケート調査の実施
・地域づくり広報紙「まちづくりかわら版おおとし」のモニ
ター募集の検討
・ミニ座談会の開催

地域情報の発信 広報委員会

・「まちづくりかわら版おおとし」の発行
・各部会活動、啓発情報などの発信
・ホームページの充実、保守・維持管理
・情報の発信方法（掲示板の増設、電光掲示板の設置
など）の検討
・メールマガジン等による情報発信
・大歳地区広報紙の統廃合の検討

4 あいさつ運動の推進 あいさつ運動の実施
自治会活性化部会
こども部会

・見守り隊を活用したあいさつ運動の実施
・小学生を中心とした声かけマナーアップ運動の実施
・「あいさつ運動」の実施

あいさつ運動の啓発
自治会活性化部会
こども部会

・「大歳あいさつの日」制定
・あいさつ運動の標語募集並びに掲示（懸垂幕・横断
幕）

5
交通弱者に対する検
討

コミュニティバスの路線再編の
要望

住民の足が確保さ
れ、みんなが出かけ
やすくなっている

―
自治会活性化部会
代表者会議

・希望利用者数、希望路線等の実態調査の実施
・コミュニティバスのルート新設・再編、小型車の導入を
山口市へ要望
・ルート沿線事業者の協力支援を依頼

地域づくり活動をよく知ってい
る人の割合
　　　　　　　　８０％

関係部会等

  ◎計画書の見方

(5)　分野別事業計画

№ 活　　動　　名 活　　動　　内　　容 将来のかたち 指標（平成３０年度）

みんなが誰とでも明
るく積極的にあいさつ
を交わしている

自分からあいさつをしている人の割
合
　　　　　　　　　　７０％

主な事業内容(平成２６～３０年度）

自治会役員を中心
に、みんなが自治会
活動に参加している

1年間に自治会の活動に積極
的に参加している、またはなる
べく参加するようにしている人
の割合
　　　　　　　８０％

地域の情報や住民
のニーズを収集、把
握し、情報発信が
しっかり行われ、地域
情報をみんなが知っ
ている

 

生活課題を解決し、将来このよ

うな姿や形にしたいという思い

を掲載しています。 

 

５年後の目標を示し

ています。 

 

指標を達成するために実

施する主な事業を掲載し

ています。 

 

事業を推進する部会等

を掲載しています。 



（地域振興分野）　テーマ：「みんなで参加 心をつなぐまち 大歳」

1 各自治会の活性化 自治会組織体制の強化 自治会活性化部会
・自治会長任期の複数年化の要請（実態調査、各自
治会へ要望活動）
・自治会再編の研究

自治会活動に対する意識啓発 自治会活性化部会
・住民への情報周知方法の検討（回数、全戸配布、回
覧方法等の検討）

担い手づくり、協力者（人材）の育成 自治会活性化部会
・各自治会における執行体制の実態調査
・人材バンクの設立

2 各自治会の基盤強化 自治会への加入促進
ほとんどの住民が自治会に加入してい
る

地区住民（世帯）の自治会への加
入率

　　　　　　　　　　８０％
自治会活性化部会

・未加入世帯に対する勧誘（自治会加入チラシの配
布、オーナーへの要請）
・転入手続きの際にチラシの配布を交流センターへ依
頼

3 地域情報の収集と発信 地域情報の収集 広報委員会

・ニーズ把握のためのアンケート調査の実施
・地域づくり広報紙「まちづくりかわら版おおとし」のモニ
ター募集の検討
・ミニ座談会の開催

地域情報の発信 広報委員会

・「まちづくりかわら版おおとし」の発行
・各部会活動、啓発情報等の発信
・ホームページの充実、保守・維持管理
・情報の発信方法（掲示板の増設、電光掲示板の設
置等）の検討
・メールマガジン等による情報発信
・大歳地区内で発行される広報紙の統廃合の検討

4 あいさつ運動の推進 あいさつ運動の実施
自治会活性化部会
こども部会

・見守り隊を活用したあいさつ運動の実施
・小学生を中心とした声かけマナーアップ運動の実施
・「あいさつ運動」の実施

あいさつ運動の啓発
自治会活性化部会
こども部会

・「大歳あいさつの日」制定
・あいさつ運動の標語募集並びに掲示（懸垂幕・横断
幕）

5 交通弱者に対する検討 コミュニティバスの路線再編の要望
自治会活性化部会
代表者会議

・希望利用者数、希望路線等の実態調査の実施
・コミュニティバスのルート新設や再編、小型車の導入
を山口市へ要望
・ルート沿線事業者の協力支援を依頼

コミュニティタクシーの導入の検討
自治会活性化部会
代表者会議

・利用頻度等の調査
・山口市との協議

6 交流センターの有効な活用
交流センターの施設充実と積極的
な活用

自治会活動や生涯学習などで地域の
みんなが交流センターを十分利用で
きている

利用したい時に利用できた人の割
合

　　　　　　　　　　９０％

自治会活性化部会
代表者会議

・山口市への継続的な増改築を含めた施設充実の要
望
・講座情報の広報

№ 活　　動　　名 活　　動　　内　　容 将来のかたち 指　標　（平成３０年度）

移動手段が確保され、みんなが出か
けやすくなっている

―

主な事業内容(平成２６～３０年度）

自治会役員を中心に、みんなが自治
会活動に参加している

1年間に自治会の活動に積極的
に参加している、なるべく参加する
ようにしている人の割合

　　　　　　　　　　８０％

地域の情報や住民のニーズを収集、
把握し、情報発信がしっかり行われ、
地域情報をみんなが知っている

地域づくり活動を知っている人の
割合

　　　　　　　　　　８０％

みんなが誰とでも明るく積極的にあい
さつを交わしている

自分からあいさつをしている人の
割合

　　　　　　　　　　７０％

関係部会等
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（地域福祉分野）　テーマ：「育み見守る やさしいまち 大歳」

1 高齢者支援体制の充実 見守り活動の充実
健康福祉部会
自治会活性化部会

・「安心カード」の配布、記載内容の検討
・地域住民による「ながら見守り」の実施
　（声かけ運動の実施）

ふれあいサロン活動の充実
健康福祉部会
自治会活性化部会

・ふれあいサロンの立ち上げ支援（助成）
・立ち上げ５年後からのサロン活動の支援（助成）の検討
・出前講座の実施
・サロンに関しての情報を発信

交流の場づくりや生きがいづくりの充
実、推進

健康福祉部会
自治会活性化部会

・講演会等の開催
・高齢者生きがいセンター設置に向けた検討
・交流できる場づくり
・子どもも参加できる仕組みづくり

高齢者福祉サービスへの支援 健康福祉部会 ・高齢者ニーズの把握

2 子育て支援の充実 子どもの居場所づくりの充実 こども部会
・安全な遊び場所の調査
・情報の提供

乳幼児と母親の集いの広場づくりの
充実

こども部会 ・親と子の広場「風和里」の実施、検討

行事へ参加しやすい環境づくり こども部会
・親子参加のイベントの開催
・地区行事開催時の託児所設置の検討

家庭教育力アップ作戦の実施 こども部会 ・チラシを利用して啓発活動の実施

3 子ども会活動の活性化 子ども会立ち上げ支援
自治会活性化部会
こども部会

・子ども会立ち上げに向けた投げかけ
・子ども会立ち上げ支援（助成）

子ども会活動の啓発 こども部会 ・子ども会活動のＰR

子ども会のあり方の検討 こども部会
・各子ども会や地子連のあり方の検討
・各子ども会の地子連へのニーズ調査等

№ 活　　動　　名 活　　動　　内　　容 将来のかたち

子どもたちが活発に子ども会活動を
行っている

子ども会のある自治会の数

　　　　　　　　　　１４自治会

主な事業内容(平成２６～３０年度）

高齢者が孤立や孤独を感じず、コミュ
ニケーション豊かに安心して暮らしてい
る

地域福祉活動（地区社協、福祉
ボランティア活動）によく参加して
いる、時々参加している人の割合

　　　　　　　　　　２０％

地域での福祉活動において、互い
の助け合い、支え合いができてい
る、どちらかといえばできていると
思う人の割合

　　　　　　　　　　３０％
　

開設されているふれあいサロンの
数

　　　　　　　　　　１５サロン

子どもたちが健やかに成長し、親子と
もに安心、安全に暮らしている

子育てに関しての不安や悩みを
解決できている、どちらかといえば
できている人の割合

　　　　　　　　　　７０％

地域で子育てに関わる活動に参
加している、時々参加している人
の割合

　　　　　　　　　　２０％

家庭で子どものしつけや接し方な
ど、子育てについての話し合いや
工夫をよくしている、時々している
人の割合

　　　　　　　　　　８０％

指　標　（平成３０年度） 関係部会等



（安心・安全分野）　テーマ：「安全で安心して暮らせるまち 大歳」

1
生活安全（防犯）対策の充
実

防犯意識の高揚、啓発 安心安全部会

・生活安全情報の収集、発信
・ワンワンパトロールの継続実施（帽子の配布）
・ワンワンパトロール活動紙の発行
・防犯安全パトロールによる啓発
・生活安全セミナーの開催（詐欺、訪問販売等の啓発活
動）

防犯活動の充実
こども部会
自治会活性化部会
安心安全部会

・危険箇所の看板清掃、周辺清掃の支援
・空き家の実態調査
・防犯安全パトロールの実施（危険箇所の早期発見）
・関係団体との連携（交番、警察署、消費生活センター）
・夜間パトロールへの協力

犯罪の起こりにくい環境づくり
自治会活性化部会
安心安全部会

・防犯灯設置助成
・防犯灯の整備、充実（各自治会において実態把握）
・防犯灯設置基準の検討
・門灯やセンサーライト設置の促進（広報活動）
・一戸一灯運動の展開（広報活動）
・住宅侵入犯罪を防止する環境整備（広報活動）
・通学路、公園などにおける犯罪を防止する環境整備
・通学路の安全点検による危険箇所の把握
・安全マップの改善
・関係機関団体との連携

2 交通安全対策の充実 交通安全意識の高揚、啓発
こども部会
安心安全部会

・交通安全情報の収集、発信
・交通安全幟旗の設置
・新入学児童対象の交通安全教室の支援
・交通安全パトロールによる啓発
・交通事故防止の広報、啓発活動
・高齢ドライバー１日ドック講習会の開催
・高齢者に対する安全指導（自転車の安全利用等）
・幹線道路の電柱幕設置の検討

交通事故の起こりにくい道路環境づ
くり

こども部会
安心安全部会
自治会活性化部会

・交通安全パトロールの実施（交通危険箇所の把握）
・登下校時の危険箇所の整備
・反射鏡の設置助成
・団地内道路等の道路標示助成
・関係機関団体との連携（交番、警察署など）

№ 活　　動　　名 活　　動　　内　　容 将来のかたち 指　標　（平成３０年度） 関係部会等 主な事業内容(平成２６～３０年度）

防犯意識が高まり、みんながより安心
して暮らしている

治安がよく、安心して住める、概
ねよいと思っている人の割合

　　　　　　　　　　８０％

交通安全に留意し、みんなが安全に
暮らしている

交通事故防止に関心を持ってい
る人の割合

　　　　　　　　　　１００％

- 3 -



（安心・安全分野）　テーマ：「安全で安心して暮らせるまち 大歳」

3 災害安全対策の充実 防災体制（各自治会）の充実
自治会活性化部会

・各自治会自主防災組織の設立支援
・各自治会自主防災組織設立後の防災用具の購入支
援
・自主防災組織の活動等（避難訓練、自治会単位での１
次避難場所の確認等）の促進
・防災委員（防災リーダー）の研修
・防災機関との連携（市、県が開催する研修会への参
加）

防災体制の整備 自治会活性化部会

・連合防災組織の設立検討
・防災訓練等の実施
・土嚢備蓄場所の確保、土嚢の備蓄
・ゴムボート設置の検討（孤立地への避難作業のため）

防災意識の向上
自治会活性化部会
こども部会

・「７．２１おおとし防災の日」イベントの実施
・「東日本大震災に学ぶ」事業の実施
　①子どもを中心とした被災地視察及び交流（体験）
　②体験を活かした地区住民への啓発活動
・災害史の作成、保存

4 見守り体制の充実 見守り活動の推進
みんなが見守り活動に参加し、住民が
安心して暮らしている

見守り活動や交通立哨に参加し
ている人数

　　　　　　　　　　５００人

こども部会
自治会活性化部会
安心安全部会
健康福祉部会

・交通立哨の充実
・生活見守りの実施
・見守り活動の情報発信
・見守り隊ボランティアスタッフの募集
・見守り隊参加団体の拡充
・ネットワークによる情報共有体制の検討
・新規事業の調査、立案実施

№ 活　　動　　名 活　　動　　内　　容 将来のかたち 指　標　（平成３０年度） 関係部会等 主な事業内容(平成２６～３０年度）

自主防災組織が整備され、災害発生
時には近隣住民が助け合い、行動す
ることができるようになっている

自主防災組織の設立自治会数

　　　　　　　　　　２５自治会

大歳地区が、災害に対し安全だ、
どちらかといえば安全だと思ってい
る人の割合

　　　　　　　　　　６０％
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（環境づくり）　テーマ：「気持ちのよい きれいなまち 大歳」

1 環境美化活動の推進 ごみの不法投棄の防止
安心安全部会
自治会活性化部会

・貧乏神神社鳥居の作成、設置、保守管理
・啓発看板（山口市）の設置

ごみ出しマナーの向上
安心安全部会
自治会活性化部会

・ごみ出しマナーアップのためのチラシの作成、配布
・各自治会でのごみ問題への取り組み

清掃活動の推進

ペットマナーの向上
安心安全部会
自治会活性化部会

・啓発チラシの作成、配布
・啓発看板（山口市）の設置
・啓発活動の実施（ワンワンパトロールによる）

2 法定外公共物等の整備 法定外公共物等整備事業の推進
道路や水路の補修が随時行われ、安
全性が保たれている

― 自治会活性化部会 ・法定外公共物等整備事業

主な事業内容(平成２６～３０年度）

ごみ出しやペットのマナーが守られ、清
掃活動も進んで行われ、みんなが気
持ちよく生活している

環境にやさしい行動として、ごみの
減量と分別・適正排出をしている
人の割合

　　　　　　　　　　１００％

環境にやさしい行動として、自治
会の清掃活動に参加している人
の割合

　　　　　　　　　　５０％

ペットの飼い方がよくなり、清潔で
衛生的な生活ができる環境に
なっていると思う人の割合

　　　　　　　　　　１００％

安心安全部会
自治会活性化部会

№ 活　　動　　名 活　　動　　内　　容 将来のかたち 指　標　（平成３０年度） 関係部会等

・春期清掃月間（山口市）の推進
・大歳草刈隊の活動推進（吉敷川、朝田川、椹野川の
土手の整備、草刈）
・大歳草刈隊と周辺自治会との連携
・大歳草刈隊の募集、ボランティアの育成
・各自治会の清掃活動への取り組みに対する支援（助
成）の検討
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（地域個性創出分野）　テーマ：「笑顔で楽しく ふれあうまち 大歳」

1 自治会内の交流促進 １自治会１事業の実施促進 自治会活性化部会
・１自治会１事業支援基準の見直し（助成）

大歳地区一斉清掃活動の展開 自治会活性化部会
・一斉清掃の周知、徹底
・参加自治会への支援（助成）
・一斉清掃の見直しの検討（回数、助成）

三世代交流夏休みラジオ体操の実
施促進

自治会活性化部会 ・ラジオ体操の実施自治会への支援（助成）

新規事業の実施促進 自治会活性化部会
・自治会に対する新規事業の企画、立案（参加しやすい
時間帯、若者向け、夜間、土日のイベントの計画）

2 地域内の交流促進 世代間交流事業の展開
こども部会
文化スポーツ部会

・ホタルまつりの開催
・三世代交流事業の実施
・三世代交流グラウンドゴルフ大会の開催（実施方法な
どの検討）

イベント開催等の支援 こども部会
・キッズフェスティバル、学校週五日制事業の開催支援
・手形鯉のぼりの作成支援
・子ども対象事業の開催支援

新規事業の実施促進 文化スポーツ部会
・総合型スポーツクラブの設置検討
・新規事業の企画、立案

3
住民総参加による地域の活
性化

体育祭の充実 文化スポーツ部会
・体育祭の開催
・体育祭の競技内容の検討、新競技の提案
・参加促進方法の検討

まつりの充実 文化スポーツ部会
・「大歳まつり」、「おおとし夏まつり」の開催
・まつり内容の検討、新企画の提案
・来場者増加策の検討

№ 活　　動　　名 活　　動　　内　　容 将来のかたち 指　標　（平成３０年度） 主な事業内容(平成２６～３０年度）

自治会内のふれあい活動が盛んに行
われ、しっかり 交流が行われている

１自治会１事業の実施自治会数

　　　　　　　　　　２８自治会
　

大歳地区一斉清掃の参加者数

　　　　　　　　　　２，５００人

三世代交流夏休みラジオ体操の
実施自治会数

　　　　　　　　　　２０自治会

地域内のふれあい活動が盛んに行わ
れ、交流の輪が広がっている

住民総参加により、みんながふれあっ
ている

関係部会等

１年間に地域活動（行事）に参加
した人の割合

　　　　　　　　　　８０％
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（地域個性創出分野）　テーマ：「笑顔で楽しく ふれあうまち 大歳」

4 ふるさと大歳の伝承 史跡や旧跡等の認知度の向上
こども部会
文化スポーツ部会

・地区内史跡マップの作成
・史跡や旧跡を巡るイベントの開催
・施設誘導サイン設置の検討

地域学習の推進
こども部会
文化スポーツ部会

・青少年向け地域学習会の開催
・大歳大学やセミナーの開催

5 花いっぱいの大歳づくり 大歳花いっぱい運動の展開 地域内が花でいっぱいになっている
花を育てている人の割合

　　　　　　　　　　６０％
こども部会
自治会活性化部会

・自治会花壇の新規設置の支援（助成）
・花壇コンクールの実施
・「大歳の花」制定の検討
・花いっぱい事業の企画、立案

6 地域資源の活用 地域資源の発掘、検討
様々な地域資源を生活に生かしてい
る

― 文化スポーツ部会
・休耕田の有効利用の研究
・里山事業の研究

7
交流列車おおとし（大歳駅）
の活用

交流列車おおとしの利用促進
交流列車おおとし運
営委員会

・利用促進活動の実施
・イベントの開催

利用しやすい環境づくり
交流列車おおとし運
営委員会

・駐輪場の整備

№ 活　　動　　名 活　　動　　内　　容 将来のかたち 指　標　（平成３０年度）

みんなが大歳の歴史や文化に愛着を
持っている

大歳の歴史や文化を知り愛着を
持っている人の割合

　　　　　　　　　　６０％

交流列車おおとしをみんなが利用して
いる

年間利用者数

　　　　　　　　　　１，５００人

関係部会等 主な事業内容(平成２６～３０年度）
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